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 教育活動の段階的な再開について Ⅱ  
 

◎練馬区教育委員会の学校再開方針（ガイドライン）に従い、６月１5 日から第２段階になります。 

 第２段階  

感染リスクを避けながら、一斉登校、給食の提供を始めます。 

＜第３週＞ １５日(月)～１９日(金) 一斉登校 ４時間授業 給食あり 

 

【登校前の検温】 

・家で必ず検温し、発熱等のかぜの症状が見られる場合は登校を控え、自宅で休養させてください。 

【健康チェックタイム】 

 ・「健康の記録カード」（6/1～14）は土・日も記入して提出してください。学校で2 週間保管します。 

 ・「健康の記録カード」（6/15～28）を渡します。引き続き、毎日検温、健康観察をお願いします。 

・各教室前で「健康の記録カード」、マスクの確認をします。健康チェックの時間内に学校（教室）に着くよう

にしてください。 

※ 早く着いても 8：15 までは校庭で待ちます。暑い日が続いていますので、待ち時間が長くならないよ

うに家を出てください。 

【１年生の下校】 

・第3 週の下校は全学年同一時間帯になります。1 年担任は正門、南門まで見送ります。通学路を通って下校

してください。通学路は、学校から方面別コースの一部を経由して自宅に至るよう決めてください。 

・児童の登下校にまだ心配がある場合は、必要に応じて送り迎えをお願いします。（入校時は黄色ストラップの

ネームホルダーをかけてください。） 

・栄町学童、りっこう学童の1 年生は、密を避けながらまとまって下校します。 

・下校時の兄姉やお迎えの方との待ち合わせ場所は、校庭の鉄棒付近とします。 

【欠席・遅刻の連絡】 

・8 時25 分までに電話でお願いします。（連絡帳の受け渡しを避けるため） 

・担任が電話に出ることができない時間帯は、伝言になる場合もありますのでご了承ください。 

 

 給食時の感染予防対策について  
① 配膳の仕方 

・盛り付けは教員、調理員など大人が行い、児童の座席まで運ぶ。 

・牛乳は、担当児童が手指消毒をして配る。 

・一度配膳したものは、減らさない。おかわりは教員が対応する。        忘れずに！ 

② 食事の仕方                              

・給食前の手洗いを徹底する。                      給食用ナプキン 

 ・座席は前向き、食事中の会話はしない。                 口ふき用のハンカチ  

③ 片付けの仕方 

 ・食器は自分で前に片付ける。食べきれなかったものは残す。 

 ・６月中は牛乳パックリサイクルの作業はしない。 



《 時 程 表 》６月１５日～１９日

月 火 水 木 金
時程 時程 時程 時程 時程A A B A A

8:15 8:15
登校時刻 ８：１５～８：２５

8:25 8:25
健康観察・準備 健康観察・準備 健康観察・準備 健康観察・準備 健康観察・準備
朝 の 会 朝 の 会 朝 の 会 朝 の 会 朝 の 会

8:35放送朝会

１
（ ）8:40-45

8:50 8:50
１ １ １ １

9:20
9:25

9:35 9:35
２9:40 9:40

２ ２ ２ ２
10:10

10:25 10:25中 休 み
中 休 み 中 休 み10:30

10:45 10:45
３

３ ３ ３ ３11:15
11:30 11:20 11:30
11:35 11:35

４
４ ４ ４ ４12:05

12:20 12:20給 食

給 食 給 食12:45
13:00 13:00帰りの会・下校

帰りの会・下校 帰りの会・下校12:55
13:10 13:10

。B時程の日は下校が１５分早まります

休み時間の過ごし方について
①外遊び

・中休みに昇降口で密になるのを避けるため、時間差をつけて外出、入室する。

・集団で密集しない遊び方をする。

・入室前の手洗いを徹底する。

②雨天の場合

・教室の自席で過ごす。基本は読書、お絵かき、折り紙など静かにできることをする。

・学習に関連する番組などの映像を視聴する場合もある。

・友達との会話はソーシャルディスタンスを保ち、適度な声で話す。

熱中症の予防対策について
①エアコン・扇風機の使用

・教室では換気をしながらエアコンを使用するため、強めに設定することがあります。座席の場所

によっては寒いと感じる児童もいますので、薄い上着などで調節できるよう準備してください。

②保冷剤等の使用

・登下校中の暑さ対策として、保冷材や水で濡らすタイプの冷感グッズなどを利用する場合は、自

分で管理ができるよう事前にご指導ください。授業中の使用は制限する場合があります。


